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ダイヤル・サービス株式会社 

代表取締役社長 

 

 

 

～ 女性社外取締役誕生 ～ 

ダイヤル・サービスは女性役員比率 50％ を達成 

社外取締役に渡瀬ひろみ氏就任 

 

 

健康サポートから、企業の不正通報、働く人々のメンタルヘルス不全対応ま

で、生活又は暮らしの総合相談サービスを 24 時間 365 日提供するダイヤル・

サービス株式会社（代表取締役社長：今野由梨、東京都千代田区、以下「ダイ

ヤル・サービス」）は、本年度の株主総会において、渡瀬ひろみ氏を社外取締

役として選任し、別紙の通り就任いたしました。その結果、これまで 33％であ

った女性役員比率が 50％となりました。 

 

日本の取締役に女性が占める比率は先進国中最下位とのデータが 2015 年米

国 NPO 調査1にて示されています。また、2017 年 3 月期決算の上場企業 2,430

社の役員 2 万 8,465 人の内、女性は 3.3％の 957 人との調査結果が、本年 7 月

10 日に東京商工リサーチより発表2されました。内閣府では昨年より女性活躍

推進の一環として、女性役員登用を推進していますが、ダイヤル・サービスは

国の動きに先立つこと 49 年前に、女性による創業を果たして以来、一貫して

ダイバーシティを実現してまいりました。 

 

創業 50 期を来年に控え、この半世紀追い求め、また、社会に発信し続けた

創業精神、基本理念である「絆」、「コミュニケーション力」を、未来に向けた

事業展開に生かしてゆきたいと考えております。 

今後とも益々のご支援をよろしくお願い申し上げます。 

 

 

以上 

                                                   
1 2015年 1月 13日国際非営利団体カタリスト（女性のキャリア推進を掲げる NPO）が

報告書を発表 
2 東京商工リサーチ発表：http://www.tsr-net.co.jp/news/analysis/20170710_07.html 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ダイヤル・サービス株式会社】 
http://www.dsn.co.jp/  TEL：03-6238-7111 
 

東京都千代田区三番町 6-2 三番町弥生館 4 階。代表取締役社長 今野由梨。 

1969 年 5 月設立。  

健康・育児・介護・いじめ・メンタルヘルス等に関する電話相談サービス、不正・パワハラ・

セクハラ・虐待等に関する通報サービス、法律・税務・資産運用・冠婚葬祭等に関する情報提

供サービス、電話秘書サービス、電話応対品質診断、各種研修事業を手掛ける、電話相談事業

のパイオニア。48 年にわたり電話を通じて寄せられてきた相談の根底に共通するこころの叫び

に耳を傾け寄り添い続けてきた。創業以来「世のため人のため」を社是として、生活者に密着

したサービス事業を手掛ける。 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

 

 ダイヤル・サービス株式会社 
担当： 社長室 広報グループ 塚原 

TEL：03-3405-1001 FAX:03-6238-7012 
Mail：dial-press@dsn.co.jp 

東京都千代田区三番町 6-2 三番町弥生館 4 階 



 

【別紙】 

 

1. 第 49期 役員一覧 

 
氏      名 
(生 年 月 日) 

 
略歴および他の会社の代表状況 

今 野 由 梨 
( 昭 和 1 1 年 6 月 2 日 生 ) 
 

昭和44年 ダイヤル・サービス株式会社設立 

     代表取締役（現任） 

（他の会社の代表状況） 

株式会社生活科学研究所 代表取締役 

重 森  豊 
(昭和 2 4年 6月 2 5日生 ) 
 
 

昭和49年 (現)明治安田生命保険相互会社入社 

平成14年 同社 取締役銀座支社長 

平成16年 同社 執行役員大阪本部長 

平成18年 同社 常務執行役新市場営業部門長 

平成21年 明治安田損害保険株式会社 取締役社長 

平成24年 株式会社ワイズトータルサポート 

     代表取締役社長（現任） 

大 久 保 秀 夫 
(昭和 2 9年 1 0月 2日生 ) 
 

昭和55年 (現)株式会社フォーバル設立 代表取締役社長 

平成17年 同社 代表取締役会長兼社長 

平成22年 同社 代表取締役会長（現職） 

渡 瀬 ひ ろ み 
(戸籍名 :大塚ひろみ ) 

(昭和39年11月14日生 ) 
 

 

昭和63年 (現)株式会社リクルートホールディングス入社 

平成22年 株式会社アーレア設立 代表取締役 

平成25年 株式会社トライアムパートナーズ設立 

     代表取締役 

平成26年 株式会社ぱど 代表取締役社長 

平成28年 マックスバリュ西日本株式会社 

     社外取締役（現任） 

平成28年 株式会社パートナーエージェント 

     社外取締役（現任） 

平成28年 株式会社アーバンフューネスコーポレーション 

     社外取締役（現任） 

 

２．渡瀬ひろみ氏略歴 

＜ 現在の肩書＞ 

株式会社トライアムパートナーズ 代表取締役（共同代表） 

 ベンチャーキャピタル。リクルート OB3 人で 2013 年設立。 

株式会社アーレア 代表取締役 

 事業開発コンサルティング会社。2010 年、リクルート退職と同時に設立。 

マックスバリュ西日本株式会社 社外取締役 

 イオングループのスーパーマーケット 183 店舗を中四国で展開。売上 2782億円。 

東証２部上場。 

株式会社パートナーエージェント 社外取締役 

 結婚相談所を全国展開。売上 38億円。マザーズ上場。 

株式会社アーバンフューネスコーポレーション 社外監査役 

 新興企業ながら施行数首都圏トップの葬儀社。業界の IT 化を牽引する。 

株式会社タスカジ 顧問 

 家事代行の C2Cプラットフォーム。低価格で働く女性をサポート。 

 



 

＜ 略 歴 ＞ 

1988 年京都大学農学部農林経済学科卒、リクルート入社。ブライダル情報誌「ゼクシィ」

の生みの親。ブライダル、住宅、ベンチャー支援、クラウドソーシング、ビジネスポー

タルなどの領域で月刊誌、フリーペーパー、インターネットサイト、イベントなどの新

規事業を手掛け、プロジェクト・リーダー、編集長、事業責任者を歴任。2010 年 3 月リ

クルート退職。同年、新規事業コンサルティングの株式会社アーレア設立。2013 年、ベ

ンチャーキャピタルの株式会社トライアムパートナーズ設立。上場企業、ベンチャー企

業のコンサルティング経験多数。2014 年 6 月、コンサルティング先の１社である株式会

社ぱど 代表取締役社長に就任。2016 年 5 月、マックスバリュ西日本株式会社 社外取

締役就任。2016 年 6 月、株式会社パートナーエージェント 社外取締役就任。株式会社

ぱど 代表取締役退任、相談役就任。2016 年 9 月、株式会社アーバンフューネスコーポ

レーション社外監査役就任。 

 

■事業開発コンサルティング実績 （2010 年～） 

・東証一部 情報サービス業 （新規事業開発 人材領域事業、SNS事業、美容領域事業、 

 採用業務支援システム事業、クラウドソーシング など） 

・東証一部 総合商社 （新規事業開発：子ども向け教育事業） 

・東証一部 インターネットメディア会社（事業戦略） 

・東証一部 全国物流会社 （事業戦略、新規事業開発） 

・ジャスダック上場 広告出版会社 （事業戦略、新規事業開発） 

・大手人材派遣会社 （新規事業開発：障がい者雇用促進事業） 

・大手出版社（新規事業開発：IT事業） 

・ITサービスベンダー （新規事業営業戦略、営業組織構築） 

・ネット通販系 ITベンチャー企業 （新規事業：EC） 

・その他 投資先含むベンチャー企業の経営支援多数。 

 

■新規事業開発・事業創造・創造的風土作り等のテーマでの企業向け講演実績 

リクルート、ヤフー、ベネッセ、ジュピターテレコム、三菱総合研究所、LIXIL、Panasonic、

讀賣テレビ放送、日本取引所グループ／東京証券取引所、三井住友信託銀行、ライフネット生

命、清水建設、イード、ファンケル、神奈川県（なでしこブランド）、藤沢商工会議所、尼崎

商工会議所 

 

■社会活動 ＜起業支援、創業支援＞ 

・起業家育成プログラムの委員、新規事業コンテストの審査員経験多数。 

・国際的ベンチャー・アワード「アントレプレナー・オブ・ザ・イヤー」日本大会運営委員、

一次審査部会座長（2004〜2008 年）。 

・法政大学キャリアデザイン学部特別講師、ベンチャー企業論、アントレプレナーシップ論。

実践女子大学 女性のリーダーシップに関する講師。その他 東京工業大学など。 

・経済産業省主催「LLP 戦略活用フォーラム」「国民創業フォーラム」、政策大学院大学での起

業セミナーなど、事業創造や起業ノウハウに関する講演多数。 

・東北震災孤児支援の NPO「BLUE FOR TOHOKU」立ち上げ。 

・女性活用、学生の就業観育成に関するプロジェクトの支援経験多数。 

 

 

以上 


